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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子はドーパミン受容体のD4サブタイプをコードします。D4サブタイプはGタンパク質共役型受容体であり、アデニル酸シクラーゼを阻害します。統合失調症およびパーキンソン病の治療薬の標的となっています。この遺伝子の変異は、自律神経系機能障害、注意欠陥・多動性障害、新奇性探求の性格特性など、様々な行動表現型と関連付けられています。この遺伝子は、48塩基のタンデムリピート配列を2～10コピー有しており、この配列には4つのリピート配列が含まれています。[RefSeq提供、2008年7月]、機能：これはドーパミン受容体の5つのタイプ（D1～D5）の1つです。この受容体の活性は、アデニル酸シクラーゼを阻害するGタンパク質によって媒介されます。,多型性：第3細胞質ループにおける16アミノ酸の反復数は高度に多型性であり、異なるアレル間で異なります。2回（D4.2）、3回（D4.3）、4回（D4.4）、5回（D4.5）、6回（D4.6）、7回（D4.7）、および9回（D4.9）の反復数に対応するアレルが報告されています。示されている配列はアレルD4.7のものです。多型性の反復配列はDRD4結合プロファイルにほとんど影響を与えず、Gタンパク質との相互作用には必須ではない可能性があります。,類似性：Gタンパク質共役受容体1ファミリーに属します。,サブユニット：CLIC6（類似性による）およびGPRASP1と相互作用します。,
	研究分野
	神経活性リガンド-受容体相互作用;
	画像データ
	

	DRD4抗体を用いたMCF7細胞の免疫蛍光染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした画像です。
	

	DRD4抗体を用いたMCF-7細胞およびHUVEC細胞のライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	DRD4 抗体を使用した RAW264.7 細胞の溶解物のウエスタン ブロット分析。
	

	D4DRポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット解析
	

	D4DRポリクローナル抗体を用いたK562細胞のウェスタンブロット解析

